
　2025年12月11日に開催された著作権ワークショップキックオフを踏まえて、第2回目は具体的な話題について検討することといた
しました。

テーマ: 
「雑誌記事への図表の転載と引用、事例を通じて」

小林 美保 氏（倉敷中央病院 図書室）
「書影の利用と著作権、事例を通して」（予定）
「資料保存のための複製、大学図書館での複製にかかわる話題」（予定）

開催趣旨: 
　日常の業務の中で、著作権に関係するところではこれいいのかな？とふと気になることはたくさんありますね。
　自社の製品やサービスの宣伝や広告に使う素材、プレゼンの際に使う写真やイラスト、社内での打ち合わせで使う資料の複製や配
布、新聞やメディアに掲載された記事の共有、スクショを使った情報の共有、AIを使って生成した文書やイラストなど、挙げてみると
キリがないですね。
　そこで知らないうちに著作権に違反しないためにも、日常の業務の中で日頃感じている課題や疑問、見聞きする話題について、持ち
寄って話し合いませんか？
　ワークショップでは、皆様が持ち寄ったそれぞれの話題や課題について、自分たちで解決するために協力して話し合っていきます。
　なお、本ワークショップには、弁護士の藪木 健吾 先生（高樹町法律事務所）、小林 利明 先生（高樹町法律事務所）がアドバイザー
としてご就任いただいております。
　ぜひ、ワークショップにお集まりください！

運営のご協力を頂ける方を大募集しています: 
ワークショップの運営に私たちと一緒にご協力をいただける方を大募集しています。ワークショップの進行や次回講師との連絡など、
みなさまに助けて頂けると助かります。

日時: 2026年1月22日（木）18:00〜19:00
※ 当日、急なご予定でご参加いただけない方のためにも、見逃し配信（アーカイブ公開）を期間限定（2026年2月20日まで）で行い
ます。動画URLは、開催翌日、本ワークショップの参加申込者の皆様にご連絡させていただく予定です。

方法: Zoomによるオンライン開催

参加費: 無料
こちらのページ（Peatix）からお申し込みください。

https://infosta-semi20260122.peatix.com/

参加にあたって: 
1.お申し込みを頂いた際に取得した個人情報は、当協会の個人情報保護方針にて適切に保護・管理いたします。
2.ワークショップは、当協会が定めた行動指針に同意していただき、参加した方々が平等で相互に尊重し合う中で参加者自身で民主

的に運営いたします。
3.万が一、行動指針に反して会の運営に支障をきたす場合は、参加をお断りする場合がございます。
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